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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、教師の評価の基盤となる価値観と音楽家・美術家がもつ価値観とを
比較することによって、学校教師の価値体系を解明することであった。そのため、研究方法としては、文献調
査、フィールドワークや教師と芸術家へのインタビュー、小・中・高校教師への質問紙調査を行った。
その結果、小学校教師には音の追求よりも社会性、協調性が重視する傾向が見られたが、その背景には、音楽的
な専門性の不十分さがあった。本来芸術的な価値に迫る営みの中に、自己及び他者とかかわることは自ずと含ま
れる。小学校教師の音楽の専門性の向上は、教員養成の大きな課題でもあるが、芸術教科としての音楽科のため
に取り組むべき喫緊の課題である。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to clarify the values system of school teachers by 
comparing the values possessed by school teachers which will be the foundations of their assessment,
 and the values of the musicians and artists.  The method of investigating are as follows; 
literature research, the fieldwork of and interviews to the school teachers and the artists 
(including musicians), and the questionnaire research to the elementary, junior, and secondary 
school teachers. 
As the result of research, the elementary school teacher tends to put much value to the prosocial 
behavior and cooperativeness than pursuing the sound itself, and this is because of the 
amateurishness to the music.  By right, pursuing the value of arts includes involving to oneself and
 also to others.  Lifting the elementary school teachers’ expertise is a huge challenge but for the
 music as a subject of arts, it is an urgent issue to address.

研究分野： 音楽教育
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
現在，音楽科教育は他教科と同様に，教科

教育として育成した子どもの学力や態度の
顕示が求められている。そのため，音楽科教
育で育むべき美的価値観や情操といった目
に見えるものとして現れにくい内容よりも，
可視化できる教育内容への偏重が見られる。
また，音楽指導で培ったはずの能力は，学校
外において通用し難いために，音楽科教育は
教科教育としての存在価値が見失われがち
である。  
教師は「教室」という独特の文化的文脈の

中で，所定のプログラムを遂行しなければな
らないという責務と，「教師」としてどうあ
るべきかという思念，そして子どもの美的価
値観の育成よりも，「音楽を経験すること」
への偏重によって，「音楽を教えること」の
意味を不問にしたまま，独特の音楽指導観を
築き上げているといえるのではないか，との
課題意識を背景として研究課題を設定した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，音楽科教育の授業過程に

おいて教師の評価を支える価値観が学校文
化に特有のものなのではないか，との仮説を
基に，音楽科教師と芸術家の美的価値観との
比較検証を行い，学校教師の評価の基盤とな
る価値体系を解明することであった。この学
校文化特有の価値体系の提示とその検討は，
芸術教科としての音楽科の評価の在り方自
体を問い直すものであり，ひいては音楽科の
在り方を問うものである。 
本研究の視点は，以下の 2 点であった。 

①音楽科教師の価値観と,芸術家の美的価値
観にはいかなる差異があるのか。 
②教師の指導観と芸術家の指導観の差異の
様相が，その評価内容といかに関連している
か。 
 

３．研究の方法 
(1)文献調査：①音楽や美術といった芸術分
野におけて語られる「芸術における価値」の
整理。 
②学校文化，教師文化がいかに形成されるの
かについての基礎的研究。 
(2)フィールドワーク：主に小学校音楽科授 
業の継続的なフィールドワークの実施。並行 
して，芸術家(音楽家，美術家）へのインタ 
ビュー調査と音楽指導のフィールドワーク 
を行い，教科教育と専門教育の芸術への価 
値観，教育観を比較検討する。 
(3）インタビュー調査：小学校教師及び芸術
家へのインタビューの実施。 
(4)質問紙調査：広島県及び熊本県の公立小
学校教師,中学校・高等学校音楽教師への質
問紙調査の実施。 

 
４．研究成果 
(1) 教師と芸術家の価値観―インタビュー
調査・音楽指導のフィールドワークから 
【音楽家の芸術観・音楽指導観】音楽家は，
「すべての音楽に芸術性はあり，それをつく
り出すのが演奏者である」という。表現で重
要なことは，その時々に一番良い音を選ぶこ
とであり，演奏者が作品を「芸術」に仕上げ
る，と捉えていた。そして，「とにかくどん
な場合にも美しい音を目指す」のが演奏者だ
と考えている。一方，学校教育で指導してほ
しいことについては，「耳を育て，作品に興
味を持たせること」を挙げ，学習者自身が音
楽に意味を見いだすことを求めていた。 
また，音楽家による実技レッスンのフィール
ドワークから明らかになった指導の特徴は，
①模範演奏を多用する，②シラブルや歌を多
用する，③曲を通して，音楽演奏に必要なこ
とを伝える，の 3 点，そして指導観の特徴と
しては，①作曲家のスタイルや形式観の重視，
②音楽を表現するためのテクニックの重視，
③音を聴くことの重視とその困難さへの認
識があることが挙げられた。 
【美術家（写真家・美術家）の場合】写真家
は，鑑賞者に解釈を促すことが必要と考えて
おり，美学者もまた，鑑賞者自身が解釈を行
うことのできるものが価値ある作品と捉え
ていた。ここから，相対的な視点が意識され
ていることがうかがえる。美学者は，「今ま
でになかった何か」の発見があることに芸術
的な価値があるが，それは「技術とはあまり
関係がないのではないか」とも述べた。しか
し，「表現者の意図に技術が追いついている
かどうか」は必要な条件となっていると捉え
ている点は特徴的であった。 
【芸術家の特徴】音楽家が自らと作品との対
話を突き詰めようとする態度が浮き彫りに
なるのに対して，美術家は社会とのかかわり
において作品を捉えようとする態度が特徴
的であった。しかし，音楽家たちにとっても，
自らのストイックな音楽表現の追求の果て
に，鑑賞者が存在することは言うまでもない。 
音楽家と美術家へのインタビューから，

「芸術的な価値」には，表現者にとっての価
値，また鑑賞者にとっての価値と，社会的な
視点から見た「価値」といった捉え方が存在
していること，そしてそれらがそれぞれ関連
していることが明らかとなった。 
【学校教師の場合】小学校教師（音楽専科な
らびに担任教師）による音楽科の意義に対す
る認識は，以下の 8点に集約できた。 
①一体感（所属感）を得ることができる 
②自分自身が音楽を楽しむこと，生活に潤い
を与えられる 

③自分を伝える，自分の成長に繋がる 



④「コミュニケーション能力」に繋がる 
⑤楽しさ，心地よさを伝えたい 
⑥知らない世界，知らない時代を知ることが
できる 

⑦音楽の技術もしっかり教える， 
⑧聴いて気づくことを大切にしたい 
その一方で，中学校教師は，①美しい音楽

を聴いて美しいと思える感受性を育てる，②
自分が良いと思えることを共有できるよう
にする，③多くの曲に触れる，④生涯にわた
って音楽を好きにさせたい，⑤合唱コンクー
ルによって一体感が得られる，という 5 点が
音楽授業に対する認識の特徴として挙げら
れた。 
また，小学校音楽専科教師の音楽授業のフ

ィールドワークから明らかとなった音楽指
導観の特徴は，①音楽指導に「段階」がある，
②音楽の楽しさの捉え方，③「体験すること」
の重視，④「人間教育としての音楽教育」と
いう指導観の存在，の 4点であった。 
 
(2) 教師の音楽指導観―質問紙調査から 
音楽指導観について，広島県内公立小学校，

中学校，高等学校の教師，及び熊本県公立小
学校教師を対象に質問紙調査を行った。（総
回答数 368。内訳：小 280，中 63，高 19，中・
校一貫 6。） 
表 1は，「音楽指導に困難を感じるか」に

ついての回答結果である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ここから，小学校音楽専科教師には，自分
の専門性を生かして困難を感じることなく
指導できている教師がいる一方で，困難を強
く感じながら指導を行っている教師の双方
が存在していることがうかがえる。この状況
の背景には，音楽専科制度を採っていない自
治体では小学校の音楽専科教師の任命基準
が弾力的であり，教員養成課程で音楽を専攻
していなくても，校内の教員の中で相対的に
音楽経験があれば音楽専科を任せられる場
合がある，という実情があると考えられる。 
また，教師が音楽指導で重視していること

について選択肢を挙げ，上位 2位までの順位
法で回答を求めた。校種別の結果を図 1，図
2，図 3に示す。 

 
 
これらの質問紙調査の結果からは，小学校

教師の指導観に中・高の教師とは異なる様相
が見られ，次の 4点が明らかになった。 
１．音楽科はいずれの教師も必要だと考える
傾向があるが，とくに初等教育において，
その必要性を教師は感じている。 

２．どの校種も音楽科では「音楽表現を楽し
むこと」を重視しているが，学年段階が上
がるにつれてその割合は低くなる。 

３．小学校教師は「指導法について」困難を
感じている割合が高い。 

４．「教材選択の仕方や指導内容」について
困難を感じるのは，教員歴の浅い教師が多
い。 

表 1 校種・立場別「音楽指導に困難を感じるか」 

 【小以外】 
音楽専科 

【小】 

音楽専科 担任 

とても 
感じる 

5% 18% 12% 

まあ 
感じる 

64% 49% 61% 

あまり 
感じない 

24% 20% 22% 

全く 
感じない 

7% 12% 5% 

 

図 2 中学校教師が音楽指導で重視すること 

図 3 高校教師が音楽指導で重視すること 

図 1 小学校教師が音楽指導で重視すること 



 
(3)教職課程の大学生の教師観・音楽指導観 
 大学生 281名に質問紙調査を行ったところ，
表 2，表 3に示す回答結果が得られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教師を目指す学生にとって，音楽授業が学

びよりも楽しさを重視されていること，また
教師の存在が教科の印象に大きく影響する
ことが改めて明らかになった。 
 
(4)学校教育における「芸術的価値」 
渡辺護（1983）は「芸術創作の特性」につ

いて以下の 6点を挙げている。 
1． 自己目的的であること 
2． 精神の創造であること 
3． 創造が形象性のうちに行なわれること 
4． 技術が重要な意味を持つこと 
5． 精神の全体性を必要とすること 
6． 精神と感覚との密接な協働が行なわれ

ること 
 そして，芸術は伝達構造をもつため，創作
にあたって芸術家はその作品が鑑賞者によ
ってできるだけ正当に受容されるよう配慮
しなければならないという。つまり，「芸術」
そのものが，単なる自己表現にとどまらず，
他者に対して創作する者自身による伝達す
べきものごとを，鑑賞者に伝えられることを
意識内に置く必要がある，ということである。 
 ここで学校教育における音楽科教育での
音楽活動を振り返る時，学習者が自らの内面
と対峙し，何らかの創作意欲の喚起によって，
準備された，あるいは用いうる素材を使って
表現する，ということを目指していることは
明確である。しかし，そこに鑑賞者への視点
は確保されているのだろうか。 
音楽科教育では，「行為」に優先的に価値

が置かれてきた，といえる。たしかに，「芸
術的行動」は，実用目的のために行うのでは
なく，「創作したい」という欲求から行われ
るものであり，「それ自身のうちに目的があ
るという意味で，自己目的性を持つ」といえ

る。また渡辺が，「自己目的的行為はまさに
自己目的的であるが故に，それ自体に価値を
持つ」と指摘するように，学校教育における
芸術教育である音楽科教育に，一人ひとりの
個人にとって意味があるもの，価値があるも
のを擁護する傾向が生じるのは必然といえ
る。しかし，教育そのものが，他者（多くは
教師）によって活動目的が設定され，それを
達成させることを肯定してきたはずである。
つまり，他者によって目的づけられた行為を，
自らのものとして自己目的化しなければ，芸
術行為の価値が損なわれる，ということであ
る。 
当然，学校教育では，作品と行為とを切り

離すことはできない。また，時間や環境等の
制限が幾重にも課せられる中で，純粋に作品
の質を追求することを第一義とすることへ
の困難さを指摘されるであろう。しかし，作
品として作ったり，歌ったり演奏したりする
時，それを作り出す自己目的的な行為そのも
の，つまり，作り出されたもの（客体化され
た作品や音楽表現）そのものに，作り出した
者の自己目的（何を表そうとしたのか）とそ
の過程が伝えられることとなる。それゆえに，
音楽科においては暗に「行為」を尊ぶのでは
なく，その行為の先にある作品，あるいは音
楽表現の「質」が「行為の質」をも含み置く
ことが求められる，ということなのではない
だろうか。 
子どもたちが自分の感情の発露として歌

を歌い，友達と視線を合わせ，音や声を合わ
せて微笑む姿に，音楽授業の価値は容易に見
いだすことができる。その一方で，音楽科が
抱える課題は多い。授業時間数の少なさ，教
育活動の成果として学力の明示が求められ
るという背景，さまざまな音楽経験を有する
集団の学習者を指導するという条件，そして
教員養成の大きな課題でもある教師自身の
音楽の専門性の向上。これらは，音楽を追求
することで得られる喜びに至る前に立ち塞
がる障壁となっている。しかし，音楽科教育
において，音楽そのものを深く追求すること
で得られる学びがあることを，改めて認識す
る必要があるのと同時に，音楽科教育が本来
もつべき芸術教科としての「真正性」につい
て，検討を続ける必要がある。 
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